
👚 普段着のわたしたち 👚 
 

・静岡県掛川市に掛川花鳥園と云うテーマパークがありま

す。息子も私もお気に入りで時々行きたくなる場所です。   

・いつ行っても花がとても綺麗で、鳥もたくさんビュンビュ

ン飛んでいます。所々に餌が売っていて手からあげることが

でき、肩に乗ってくれることもあります。         

・ハヤブサやフクロウなどのバードショーもあります。さら

に、行くたびに感心するのは、ものすごく掃除がしてあるこ

とです。                        

・多数の鳥が室内で放し飼いにされているのでフロアは糞だらけでもやむなしですが、

モップを手にした清掃員さんが素早く拭き取ります。                

・飲食物の持ち込みも可能で、花が咲き乱れる温室で

おにぎりをほおばりながら、とても気持ち良く遊べる

場所です。                    

・ここの看板鳥はハシビロコウのふたばちゃんです

が、全然動かないので、個人的にはヘビクイワシがオ

ススメです。     

・ヘビクイワシは長く細い足で蛇をタンタン！と踏

みつけます。                    

・掛川花鳥園は唯一その踏みつけるショーが見られ

る場所です。                   

・ちなみに蛇はゴム製のおもちゃですのでご安心を。 

・東名掛川 IC を出て５分です。                   訶梨帝母  

 

 先日、江南市にある曼陀羅寺で開かれた研修会に行ってまいりました。      

 ちなみに、その話ではありません。藤の開花状況の話です。           

 当日(4/10)の時点で、境内・曼陀羅寺公

園にある藤は左の通りとなっております。

既に 30 ㎝は垂れ下がっています。    

 やはり、今年は随分と時機が早くなっ

ているようですので、お楽しみであられ

た方は急いでお詣でください。     

 なお、今年は「こうなん藤まつり(4/21

～5/5)」も開催されるとのことです。    

             やっさん   

👕 普段着のわたしたち 👕 
 

 私の曽祖父は、明治時代、有名な説教師だったそうです。   

 弟子に自防の住職をさせて宗派関係なく全国のお寺をお説教

に回っていた人だったそうで、東京・芝の増上寺に定席をもっ

ていたそうです。                      

 当時はテレビもラヂオもまだ無い時代で、お坊さんが語るお

説教は落語のよう

に娯楽的な要素も

多かったようです。 

 曽祖父の得意は「法然上人一代記」でそ

の中でも「大原問答」を語らせたら右に出

るものはいないと言われていたそうです。 

 私は説教師の資格は持っていませんが、

依頼されて「紙芝居」、「絵本」、「地獄図・

涅槃像の絵解き」をしています。紙芝居を

しながら世間話を織り込んでいくスタイ

ルです。                

 昨月の春彼岸に京都市内のお寺で「お釈

迦さま一代記」の紙芝居をしましたが、偶

然、ワールドクラッシックベースボールの

準決勝の試合と重なり、例年の半分のお参

りでした。               

 御用命があれば、紙芝居(仏教系)を持って伺います。           俊徳丸   

 

 名古屋の NHK にて『どうする家康』の特別展示

があるんです。行きたいのですが、仕事が忙しくな

かなか行けません。               

 やっと行けそうと思いきや、もう夜で閉まってい

ました。                    

 無念。                    

 ドラマもいよいよ金ヶ崎の退き口から姉川の戦

いへと徳川家康連戦の時代になりますね。     

 織田信長にとっても試練の玄亀年代ですが、同じ

く同盟国であった徳川家康にとっても連戦につぐ

連戦という試練の年代でもあります。   征阿  
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桜

に

見

る

②

～
調
和
の
心
～ 

桜
の
時
季
も
過
ぎ
、
早
や
新
緑
の
季
節
と
な
っ
た
。

若
葉
の
初
々
し
い
色
に
、
心
癒
さ
れ
る
日
々
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
の
桜
は
早
か
っ
た
。
咲
き

始
め
る
の
が
早
い
の
だ
か
ら
、
当
然
散
り
ゆ
く
の
も

早
い
。
と
あ
る
方
は
、
お
孫
さ
ん
の
入
学
式
に
桜
の

花
が
無
い
こ
と
を
嘆
い
て
お
ら
れ
た
。
確
か
に
今
年

の
桜
は
、
当
地
方
の
入
学
式
の
頃
に
は
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
た
。 

と
は
い
え
、
桜
の
時
季
と
も
な
る
と
、
そ
の
美
し

さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
特
に
、
川
沿
い
に
多
く
植
え

ら
れ
た
桜
並
木
は
、
語
る
ま
で
も
な
く
圧
巻
で
多
く

の
方
が
訪
れ
て
い
た
。
例
に
漏
れ
ず
、
私
も
そ
の
一

人
で
あ
る
。
目
的
地
へ
の
道
す
が
ら
、
た
と
え
遠
回

り
に
は
な
っ
て
も
、
わ
ざ
わ
ざ
並
木
道
を
通
る
こ
と

が
楽
し
み
と
な
る
の
も
桜
の
時
季
の
一い

っ

興
き
ょ
う

で
あ
る
。 

 

あ
る
日
、
心
弾
ま
せ
な
が
ら
上
を
向
い
て
並
木
道

を
歩
い
て
い
る
と
、
不
思
議
な
光
景
に
出
く
わ
し
た
。 

取
り
分
け
て
大
き
く
立
派
に
枝
を
広
げ
た
桜
の

木
の
下
で
、
三
脚
を
立
て
て
写
真
を
撮
っ
て
い
る
家

族
連
れ
を
目
に
し
た
の
で
あ
る
。
何
が
不
思
議
で
あ

っ
た
か
と
い
え
ば
、
撮
っ
て
い
る
の
は
桜
、
も
入
っ
て

は
い
る
が
、
桜
そ
の
も
の
で
は
な
く
自
分
達
で
あ
る
。 

よ
く
見
て
み
る
と
、
子
ど
も
は
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
制
服
を
身
に
纏ま

と

い
、
お
母
さ
ん

は
胸
に
鮮
や
か
な
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
付
け
て
艶あ

で

や
か
な

装
い
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
父
さ
ん
は
キ
リ
っ
と

し
た
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
で
い
た
。 

何
か
の
記
念
日
か
と
は
思
っ
た
が
、
な
ぜ
ラ
ン
ド

セ
ル
？ 

と
の
疑
問
が
頭
を
過よ

ぎ

っ
た
。
日
付
は
3
月

31
日
、
卒
業
式
の
類
の
割
に
は
日
が
経
ち
過
ぎ
て
い

る
し
、
何
よ
り
子
ど
も
の
背
格
好
が
幼
過
ぎ
る
。
さ

り
と
て
入
学
式
に
は
早
い
。
い
や
、
私
が
知
ら
な
い
だ

け
で
、
最
近
の
小
学
校
は
入
学
時
期
が
早
ま
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
、
と
ま
で
考
え
な
が
ら
思
い
を
巡
ら

せ
て
い
た
。 

帰
っ
て
早
速
家
内
に
見
掛
け
た
光
景
に
つ
い
て
話

す
と
、
一
枚
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
。
4
月
に
幼

稚
園
へ
入
園
す
る
息
子
が
制
服
と
帽
子
、
鞄
を
背
負

っ
て
、
桜
の
木
の
下
で
初
々
し
い
姿
を
披
露
し
て
い

る
写
真
で
あ
る
。 

ん
？ 

ま
だ
頭
が
つ
い
て
い
か
な
か
っ
た
。
家
内
か

ら
「
前
撮
り
」
と
い
う
言
葉
が
発
せ
ら
れ
て
、
よ
う
や

く
合
点
が
い
っ
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
頭
が
固
い
と

は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。 

な
る
ほ
ど
。
今
年
の
桜
は
開
花
が
早
く
、
入
学
式

の
頃
に
は
桜
が
散
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
初
々

し
い
新
入
生
の
姿
と
最
高
に
調
和
す
る
桜
を
背
景

に
先
取
り
し
て
い
た
訳
だ
。 

自
然
が
私
た
ち
の
都
合
に
合
わ
せ
て
く
れ
る
こ
と

は
な
い
。
私
た
ち
の
都
合
で
文
句
が
口
を
衝つ

い
て
出

る
こ
と
も
あ
る
が
、
花
見
だ
け
で
い
え
ば
意
図
的
に

東
へ
と
出
掛
け
る
方
も
居
ら
れ
て
、
行
く
先
々
で
住

所
に
留
ま
る
よ
り
も
長
く
、
多
く
の
桜
を
楽
し
ま
れ

た
方
も
お
ら
れ
る
。 

知
恵
と
は
、
こ
の
様
な
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

自
然
と
調
和
し
な
が
ら
、
も
っ
と
頭
を
柔
ら
か
く
し

て
日
々
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
こ
う
。 

        

や
っ
さ
ん 

 



No.279              友引町内会通信                 2023.05.01発行    

    

俊徳丸、笠松競馬へ行く 

 

 

 

私は週に２回ほど、木曽川畔の堤防を鶯や雉

の鳴き声を聞きながら９０分散歩しています。の

どかです。その途中で笠松競馬場の前を通りま

す。正面スタンドが見えます。開催日は堤防の

間近を馬が走って行きます。心臓の鼓動が伝わ

ってくる距離です。一生懸命走っているのに息

切れして完走できない

若い馬が時々います。

コースの中に墓地や田

んぼがあるのも有名

です。地方競馬らしい、

これまたのどかな風景です。建物も老朽化して

いるし。開催日であっても、スタンドにはお客さ

んは相変わらずまばらです。しかし、５年以上前

から黒字経営だそうです。 

  

たまたま YouTube でホリエモンが話してい

るのをみました。彼は以前、逮捕される前に、人

気がどん底になっている関東のある地方競馬を

まるごと買おうとしていたそうです。もちろん赤

字経営です。ちょうど笠松競馬も、岐阜県知事

が廃止にすると毎年発表していたころです。そ

んな時からホリエモンの頭の中には、競馬のレ

ースをインターネットで発信し馬券を販売する

構想があったのですが、当時の競馬関係者にい

くら説明しても理解してもらえなかったそうで諦

めています。その後、彼は同じく人気のなかった

パリーグの球団を買おうとして失敗しています。

球界のドン、読売のナベツネさんに挨拶しに行

かなかったことが原因だと語っていました。彼の

失敗を見ていたソフトバンクや楽天は、球団購

入に成功し、現在パリーグは大人気になってい

ます。 

ホリエモンの先見の目は、すごいと思います。

ホリエモンの話では、現在、殆どの地方競馬が

黒字経営になっているそうです。 

 

 

 

 

それに増して、「競輪」が大きな収益を出し、

それが存在する自治体が潤っています。全国で、

10 年前から「ミッドナイト競輪」を行って成功し

ています。夜９時から 11 時までレースが開催さ

れます。私も早速ネットで見てみました。スタン

ドには観客は一人もいません。いない方が好都

合なのです。ご近所への騒音問題も起こりませ

んし、警備員の費用も削減されます。晩御飯後

一番リラックスした時間帯にインターネットでレ

ースを自宅で楽しめるわけです。この事業は、

お笑いの吉本興業がライブ配信をしていました。

ちなみに笠松競馬は楽天がしていました。競馬

場では串カツや、どて煮でビールというイメージ

ですが、今の笠松競馬場内にはお洒落なカフェ

でランチ、ビールを飲むことができます。 

お寺の世界でも、４月８日の「花まつり」に、京

都の知恩院さんが、インターネットでお釈迦さま

に「甘茶」をかけられるようにしていました。甘茶

の流れ落ちる音に臨場感がありました。 俊徳丸 
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『
私
説
法
然
伝
』(

九
十
九) 

 
 
 
 
 

選
択
本
願
念
佛
集

せ
ん
ち
ゃ
く
ほ
ん
が
ん
ね
ん
ぶ
つ
し
ゅ
う

① 

  

先
月
号
で
は
法
然
上
人
が
選
択
本
願
念
仏

集
を
書
か
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
書
き
ま
し
た
。
今

月
号
は
そ
の
続
き
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。 

【
建
久
九
年
（一
一
九
八
年
）法
然
上
人
は『
選

択
本
願
念
佛
集
』を
撰
述
さ
れ
た
。
撰
述
と
は

書
物
を
書
き
示
す
こ
と
で
あ
る
が
、『
選
択
本

願
念
佛
集
』
略
し
て『
選
択
集
』
は
法
然
上
人

一
人
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
法

然
上
人
の
指
示
に
よ
っ
て
弟
子
達
と
共
に
作
り

上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
選
択
集
』
そ
の
も

の
の
原
本
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
各
種
伝
承

や
歴
史
的
事
実
な
ど
か
ら
い
く
つ
か
は
っ
き
り

と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
ず
「
草
稿
」
が
作

ら
れ
た
模
様
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
「
廬
山
寺

ろ

ざ

ん

じ

本
」
と
し
て
京
都
廬
山
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
然
上
人
が
口
述
さ
れ

た
も
の
を
弟
子
が
ま
ず
書
き
留
め
て
作
成
さ

れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
法
然
上
人
は「
選
択
本

願
念
仏
集
」と
い
う
内
題
と「
南
無
阿
弥
陀
佛 

往
生
之
業
念
仏
為
先
」と
い
う
文
だ
け
を
書
か

れ
た
と
い
う
。
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
を

安
楽
坊
遵
西

あ
ん
ら
く
ぼ
う
じ
ゅ
ん
さ
い

、
第

十

二

章

ま

で

を

真
観
房
感
西

し
ん
か
ん
ぼ
う
か
ん
さ
い

、
第
十
六
章
ま
で
は
不
明
と
さ

れ
て
い
た
が
、
西

山

浄

土

宗

流

祖

の

善
慧
房
證
空

ぜ
ん
ね
ぼ
う
し
ょ
う
く
う

上
人
が
書
か
れ
た
と
い
う
説
が

濃
厚
で
あ
る
。
こ
れ
に
勢
観
坊
源
智
を
加
え
た

少
数
の
弟
子
達
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う

説
で
あ
る
。
し
か
し
安
楽
坊
遵
西
は
第
三
章
ま

で
書
い
た
と
こ
ろ
で
慢
心
し
、
法
然
上
人
に
よ

り
こ
の「
作
成
チ
ー
ム
」
外
さ
れ
た
と
い
う
。
善

慧
房
證
空
上
人
は「
勘
文

か
ん
も
ん

の
役
」
と
い
う
法
然

上
人
の
口
述
さ
れ
る
内
容
が
正
し
い
か
ど
う
か

、
経
典
な
ど
の
原
典
を
探
し
て
確
認
す
る
役
目

で
あ
っ
た
。
言
わ
ば
法
然
上
人
の
秘
書
に
し
て

校
正
ま
で
を
行
う
役
目
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
草
稿
本
を
元
に
清

書
さ
れ
て
九
条
兼
実
卿
に
献
上
さ
れ
た
。
そ
の

清
書
さ
れ
た『
選
択
集
』
は
上
下
二
巻
で
あ
り
、

上
巻
を
法
然
上
人
が
、
下
巻
を
善
慧
房
證
空

上
人
が
書
か
れ
た
と
伝
わ
る
。
残
念
な
が
ら
そ

の
本
そ
の
も
の
は
行
方
不
明
で
あ
る
が
、
法
然

上
人
に
と
っ
て
善
慧
房
證
空
上
人
が
ど
れ
だ
け

重
要
な
弟
子
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
史
実
で
あ

ろ
う
。 

 

『
選
択
本
願
念
佛
集
』と
は
、「
佛
」が
選
択
さ

れ
た
こ
と
、
つ
ま
り「
本
願
」と
は
何
か
、「
念
佛
」

と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
法
然
上
人
が
経
典

な
ど
に
基
づ
い
て
説
き
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
切
の
衆
生
、
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
に
阿
弥

陀
如
来
は「
本
願
」
と
し
て「
念
佛
」
を「
選
択
」

さ
れ
た
、
そ
の
意
義
を
法
然
上
人
が
論
理
的
に

明
か
さ
れ
た
も
の
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
】 

 

法
然
上
人
が
撰
述
さ
れ
た『
選
択
集
』と
は
、

法
然
上
人
と
お
弟
子
達
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。
そ
の
お
弟
子
の
中
に
西
山
浄
土
宗

の
流
祖
と
な
ら
れ
る
善
慧
房
證
空
上
人
が
、

重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で

す
。
そ
れ
は
、
そ
れ
だ
け
善
慧
房
證
空
上
人
と

い
う
方
が
法
然
上
人
を
理
解
し
て
い
た
と
い
う

事
で
も
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
下
次
号
に
続
く
（
征
阿)
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 我が宗の総本山光明寺至近、長岡天満宮の

遠景です。約７０m に１００株のキリシマツ

ツジが植えられ、樹高は２．５m。真っ赤な壁

の間を歩くのはなかなか圧巻な景色です。 

 

 毎年４／２１〜２５の５日間、ご本山では

御忌（法然上人のご命日法要）がつとまりま

す。私もかれこれ２０年近く出仕させていた

だいています。当初、２５日の法要を終え帰

路につく際、「帰りに天神様のキリシマを見

て帰ろうかと思います」というと京都のお人

らが「まだまだ早い、天神さんのキリシマは

５月の連休や」と言っておみえでした。それ

から十数年後、遠目にも赤いモノが確認でき

たので、歩いてみましょうと行ってみると、

これを満開と言わずして何を言わんや！とい

うほど咲き誇っていました。日差しも強く、

しばらく歩くと汗ばむほどの陽気でした。さ

らに数年後、２５日ではやや盛りを過ぎたよ

うな花の色。あの頃より十日は早くなってい

るのです。今年もご本山へ出仕ついでに観賞

に行こうと予定しているのですが、散ってい

ないか心配です。（現在４／１５） 

 

 約２０年で随分気候が変化したのだと実感

しています。今年は桜も早かったですね。近

所の幼稚園の門前に桜の木がありますが、３

月末にその幼稚園に入園すると思われる親子

連れが、満開の桜の下で入園式の前撮りをし

ている光景を見ました。４／７の入園式には

桜が無いと思っての記念撮影です。そのうち

卒業式を満開の桜の下で迎えることになるの

でしょうか。 

 

 さて、憂いていても仕方ないので長岡天満

宮の由緒でも。天満宮ですから祭神はもちろ

ん菅原道真公。９０１年、大宰府に左遷とな

った際この地に立ち寄り「我が魂長くこの地

にとどまるべし」と名残を惜しまれた縁故に

より、９０３年道真の死後に公自作の木像を

祀る祠が建てられたのが起源だそうです。写

真の池は、１６３８年に八条宮智仁親王が築

造された八条ケ池。そのお池に浮かぶ数寄屋

造りの建物は境内にある高級料亭錦水亭のお

座敷。たけのこ料理で有名です。キリシマツ

ツジは江戸初期に標高約１７００m の鹿児島

県霧島山の山中に自生するツツジの中から選

抜され、全国各地に広まったそうです。キリ

シマツツジは街路樹で見かけるヒラドツツジ

よりも花が小ぶりです。ご本山御忌参詣後、

一度お立ち寄りくださいませ。 
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